第5回　施設処遇検討会議　議事録　H23.5.30

13:30～15:00

　青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・須々田珠実・馬渕豊子・小笠原嘉紀

木村春子・上平ユリ子・三浦綾子・中村文洋

　　　　　　　　　　　   　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・秋山欣也・小坂和子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：上平　ユリ子
議題

１：大下良悦様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：小向武雄様　（青風荘入所者様）の処遇について

１：大下良悦様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：なし
＜問題点・介入方法＞

①緊急時の対応
介入方法
・　単身生活で遭遇し得る、緊急時の対応（事件、事故、災害など）について本人と確認し、対処方法を身につける。誤った認識などがあった場合は、その都度、修正を図る。必要に応じ個別プログラムの導入も検討する。

②金銭管理　小遣い管理（自炊に向けて）

介入方法

· 銀行の窓口を利用した金銭管理を行なっていく。

（最初はスタッフが同行し、必要に応じて助言する）

· 継続して小遣い帳をつけ、金銭の使い道を本人と一緒に把握し、必要であれば小遣い帳の記載方法をその都度説明する。

· 本人の状態を見ながら（服薬調整後を目安として）、小遣いだけでなく通帳による金銭管理への移行を検討していく。

· 定期的にコーヒー・タバコの摂取量を確認し、小遣いの範囲を超えるようであれば、アドバイスを行なう。

③自炊訓練の段階的導入

介入方法

基礎的な調理技能の習得

・　炊飯機の使用方法の確認する。（食事当番以外の炊飯器は使用したことがないため）

・　食事内容・食事量について本人と調理教室や他の入所者の自炊を参考にしながら決めていく。（インスタントや惣菜を活用）

・　調理教室等を活用し、基礎調理技術の向上、メニューのレパートリーの拡大を図る。

※自炊訓練を実施して行き、本人から調理を取り入れたいというニーズが出てきたら、本人の状態を見ながら簡単な調理の導入も検討していく。

④服薬のステップアップ　チェックシートの省略・

･　現在、チェックシートを活用し、服薬を行なっている.飲み忘れは無く、経過している。

(1ヵ月半経過)

主治医に情報提供を行ない、本人の状態を見ながら服薬のステップアップを図っていく。

＜評価＞

・　緊急時に予測不可能な行動を取る事がある為、普段の行動から問題点を見つけ出し対応していく。（周りに気遣い過ぎる、先読みする行動、うわべだけで取り繕い常識の範囲からずれている行動をする等）

　・　入所期間延長からグループホームへの入所を想定して生活訓練を実施しているが、これ以上のＡＤＬの向上は難しいが、身守り支援がある中ではきちんと生活が出来ている。退所後は見守りのある施設、グループホーム入所を考慮し今の生活能力を維持出来るように支援していく。

・　社会適応能力が低い為、自分で自由に小遣いを引き出したり、預け入れが出来るようにＡＴＭ支援、適切な衣類購入、食材の買出しが出来るように買物同行支援をしていく。また生活範囲が狭い為、映画を観たりなど楽しみの範囲を広げていく。

２：小向武雄様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：狭心症

　＜問題点・介入方法＞

①日常生活での基本動作について、声掛け・見守りを要する。

〇食事：喉詰まりの危険性が高い。

〇歩行：転倒の危険性が高い。

食　事　・口に物を詰め込んで食べないよう声掛け・見守りを行なっていく。

歩　行　・うつむいたまま前のめりに歩く事や足取りの不安定さが見られている為、転倒しないよう必要時には付き添いを行っていく転倒しないよう必要時には付き添いを行っていく。

排泄　　・排便時に声を出していきむ事が最近見られてきている為、排便に負担が大きいようであれ状態を確認して主治医へ情報をあげていく。

整容　　・髭剃りは鏡を見て行なうよう促し、剃り残しがあれば声掛け・介助を行なっていく。

・洗顔や身だしなみが単独では不十分な為、常に見守りが必要。　　　　

入浴・着脱衣　

　　　　・単独では不十分な為、常に見守りが必要。

体力維持・健康プログラムを本人の体力に合わせた範囲で行なうよう声掛けし、無理のない継続した身体機能の維持に努めていく。

　　　　　・野外の運動として、周辺散策を行っていく。

②社会生活能力の不十分さが見られる

○コミュニケーション・理解：会話が聞き取り難く、相手の話を理解しようとしない。

○健康管理：体調不調時に自分で殆ど訴えない。

呂律が周らない状態で早口にて話すこと、相手の話を理解しようとしないことがある為、会話ではゆっくりと話すよう促し、こちらからは相手がわかり易いような言葉を選んで説明を行なっていく。

健康管理・身体不調があっても自分から訴えない為、普段からの体調確認を密に行なっていく。

服装　　・身体の負担にならないように天気や気温にあった服装を促していく。

（年齢にあった衣類や履物を選択する）

洗濯　　・洗濯が必要な衣類を本人と選別していく。

・本人が洗濯を忘れているようであれば声を掛けて最後まで行なうよう指導していく。　

・上着など汚れた衣類や同じ衣類を着続けている時には交換を促していく。
掃除　　・定期的にスタッフと掃除を行ない、不十分なところが無いよう清掃していく。
整理整頓・収納ケ－スに衣類の名前を明記して種類別にその場所へ収納できるようにする。また定期的に収納状況を確認していく。

＜評価＞

・食事での喉詰まりの危険性が高い為、口に食べ物を詰め込まないよう見守りを継続していく。
・現状維持に努め残存機能を維持できるよう支援していく。

・施設体系移行が控えている為、必要時には保護者様や家族との面談を検討していく。

・施設の体系移行先が確定した後に障害程度区分の手続きが行なえるよう準備を行なっていく。

